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1．はじめに
1.1　上田秋成の位置づけ
18世紀半ば、売茶翁が京都で行った売茶活動の影響によって、煎茶は 18世紀後半になると、上方を中心に
文人たちに愛好されるようになった。大坂では、町人であり本草学者であった木村蒹葭堂（以下、「蒹葭堂」
とする）を中心に煎茶のネットワークを構築され、京都では、大坂から移住した国学者の上田秋成（以下、「秋
成」とする）が煎茶書『清風瑣言』を著し、煎茶の普及に貢献した。秋成は 1734年に大坂の曽根崎に生まれた。
父親はなく、4歳で母親に養子に出され、大坂堂島の紙油商の上田茂助に引き取られた。養父母によって育て
られ、町人学校である懐徳堂に学んだといわれる。幼少から指が不自由であり、後年、指の不自由な手が蟹を
連想させることから、腸が無い蟹に因んで、自ら「無腸」とも名乗った。家業や医業を行いながら、国学者と
して、また、読本作家として活躍し、煎茶の愛好家としても知られている。1793年に京都に移住し、1809年、
同地において 76歳で死去した。　
現代の煎茶に関わる人々にも、『清風瑣言』の著者として知られている。秋成の影響を残しているものとし
ては、秋成の代表的著作である小説『雨月物語』に因んで、京都の洛北にある野仏庵には「雨月席」という茶
室がある。また、1809年 6月 27日は秋成の命日であるが、没後 200年を受けていくつかの催事が行われた。
2010年には天理図書館が主催となり、「秋成－上田秋成没後 200年によせて－」と題して、東京神田の天理ギ
ャラリーにおいて『清風瑣言』や『茶瘕酔言』をはじめとする自筆資料が一般公開された（天理図書館，
2010）。煎茶会の開催としては一茶菴宗家の佃一輝によって「秋成茶会」が行われている（佃，2011:18）。こ
のように、現代において具体的な取組みが全く確認できない訳ではないが、秋成が煎茶に貢献しているという
認識があるものの、秋成と現代煎茶道との関係は、売茶翁のそれと比較して考えると、必ずしも深いとはいえ
ない。しかし、『清風瑣言』などの刊行や、蒹葭堂をはじめ、村瀬栲亭（以下、「村瀬」とする）、都賀庭鐘、
大田南畒、小沢蘆庵（以下、「蘆庵」とする）、大館高門、細合半斎、田能村竹田（以下、「竹田」とする）な
ど多くの文人たちとの交友が煎茶に与えた影響は大きく、秋成の目指した煎茶を知ることは現代の煎茶を考え
る上でも重要なことであると考える。
1794年に刊行された『清風瑣言』は上下 2巻と附録となっている。上巻には茶の沿革、品種、製法、煎法が、
下巻には、煎茶器、茶の貯蔵法などが述べられ、附録には涼炉などの図が紹介された実践的な煎茶指導書であ
る。柳下亭嵐翠が 1802年に著した『煎茶早指南』には「此の翁の茶に執心なる事、たぐいなきものなり。煎
茶を好む人は清風瑣言を見ずんばあるべからず」とあり（柳下亭，1802）、さらに、「清風瑣言は、浪花の無腸
翁のあらわす所にして、実に煎茶家第一の書なり」とある（柳下亭，1802）。また、尾張の儒官、深田精一が
1849年に著した『木石居煎茶訣』には「上田余斎が『清風瑣言』論の高きは甚だよし（中略）その余数多あ
りといえども瑣言に比すれば下れり」とある（深田，1849）。このように、『清風瑣言』が江戸時代中後期の煎
茶に強い影響を与えていたことが分かる。
現代の研究者たちの『清風瑣言』についての見解をみていきたい。哲学研究者の藤江正通も「強い関心を惹
いた煎茶道の奥書であるだけに、又純粋に趣味そのもの、嗜好そのもの書物であるために、『清風瑣言』には、
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明瞭な秋成のきめ肌合を感じることができると思うのである」と述べ、秋成の美意識を煎茶に反映している書
として捉えている（藤江，1961:122-123）。また、全日本煎茶道連盟の森本信光は「煎茶の啓蒙と普及を目的
とし、茶の歴史、品種、製法、煎法、茶器などについて、論じたもので、文人墨客や煎茶愛好家の間で大きな
反響を呼んだ」と述べ（森本，1980:142）、煎茶道における重要性を指摘している。しかし、奥田昌子が「秋
成が『清風瑣言』を書くにあたり、『青湾茶話』を主なる典拠とし、利用したことは確実にいえると思う」と
述べる（奥田，1966:36） とおり、大枝流芳が 1756年に著した『青湾茶話』からの引用が少なくないことを念
頭において考える必要がある。さらにいえば、引用した文献は『青湾茶話』だけではなく、『茶経』、『喫茶養
生記』をはじめ、歴史書、漢詩文集、注釈書、詩文集、日記、仏教書、辞書、随筆など、五十書にも迫ってお
り、煎茶の歴史、製法、茶器などを具体的に紹介する書として『清風瑣言』が時代の要請に応えたものだった
とはいえ、秋成自身の心の叫びが拾いにくい面もある。煎茶史研究者の楢林忠男は『清風瑣言』について「実
際に茶を事とする専門家的な立場からではなく、さまざまな書物を渉猟した博学者的な立場からまとめられた
もの」と捉えている（楢林，1971:99）。さらに、奥田昌子は、『青湾茶話』の執筆時には美泉であったが、『清
風瑣言』の発刊の段階では大火の影響で味が苦くなっていた「柳の水」を秋成が名水としたことについて、堅
田有庵に誤りを指摘されていると述べている（奥田，1966:36）。これは、秋成自身が『茶瘕酔言（異文）』〔13〕
に「是をさへ試みずして、荷担百里の外に奔走する事、名利の病とこそ、堅田有菴に逢て、恥かしめらるへし」
と述べた（上田，1807b）ことを指している。『茶瘕酔言（異文）』〔1〕でも、「前の清風瑣言に云あやまち、且
言漏し、又、後来に見聞し話説を、此頃の朝茶の酔うここちに言はん。（中略）無味の酔泣と思ふは、一煎の
滓とともに棄去へし」と述べている（上田，1807b）。また、『尾張門人大館高門へ答ふ』において、「十年ばか
りいにしへ、人にいさなはれて、かかるに似たるさかしらして、二とちのいたつら言を世にほこらしくせし。
思へは取かへさまほしき」と記し（上田，1805a）、『自伝』でも、「古き事ともを我しりたるように注かき論し
出て、木にゑらせたる。今はとりかへさまほしき事のみ」と述べている（上田，1808b）。さらに、『背振翁伝』
に「いにし年月に木にゑらせし事どもの、今は取かへさまほしくともいかにせん」と（上田，1808c）、かつて
出版した著書を今は取り返したいと思うけれども、どうしようもない、と嘆いているが、これらは『清風瑣言』
のことを指している。自らわざわざ自分の過ちを何度も繰り返し述べているとおり、秋成を深く悩ませること
になってしまった。しかし、引用が中心であり、秋成が取り返したいと思うほど執筆したことを後悔している
が、秋成が選択して採用したものであることに変わりはないことは念頭に置かねばならず、『清風瑣言』から
得られる秋成の美意識や考え方を取り出して考える必要がある。
秋成は 30代で家が火災にあうまでは、遊蕩的生活を送った時期があったにせよ、表向きは家業の紙油商に
携わる立場であり、火災後も医業に従事していた。これらは少なくとも建前上は、本業であり、読本、和歌、
書などへの取組みは、比重がどちらにあるかはともかくとして、建前上は余技であり、職業として取り組んで
いる訳ではない。しかし、煎茶を嗜む頃になると、秋成は医業をやめてしまう。この点について、国文学者の
大輪靖宏は、秋成が松村月溪あての書簡で、自宅が火災にあったことについて、「火災から後は、自分は不幸
つづきであるが、これは仕事を持たぬ罪によって罰せられているとし、「無産の罪」として自分を責めている」
と述べている（大輪，1982:352-353）。このように、秋成は、本来、生きるためには仕事が第一義であり、余
技に当たる詩文書画などの芸能は生き方の中心であってはならないことを認識している。近世文学研究者の中
村幸彦は上田秋成の晩年について「彼はなおその自己の精神を、本業の業を守るまめ心に対してあだ心と反省
する所があった」と述べている（中村幸彦，1983:136）。つまり、本来、文人の生活は理想と現実の狭間にあ
るべきであり、余技にばかりに勤しんで、自分の理想ばかりを行い求め、現実の生活を否定するようではなら
ないと考えている。また、世に迎合するのではなく、世間とは違った精神的位置に自分の場所を用意し、自娯
を基本スタンスとし、自身の個性や風雅な才能を発揮しようとする文人としての姿勢をとっており、宗匠的立
場になるなど社会的立場を確保して職業として活動することはなかった。『胆大小心録（以下、「小心録」とす
る）』〔2〕に「人の歌なほして、事広くしてあそべよとぞ。答、人の歌直すべき事しらずと云」とあり（上田，
1808d）、蘆庵が秋成に門人をとることを勧めているが、秋成は消極的な姿勢をとっている。また、宗匠制度に
も批判的発言も繰り返している。
このように、秋成は、考え方として本業を一番大事なものであるとし、あくまで詩文書画などの芸能は余技
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として捉えている。また、宗匠という社会的立場を確保して諸芸に取り組むのではなく、高踏的姿勢で自娯の
ための余技として捉えていた。したがって秋成の生き方は文人であると認められ、秋成が余技として嗜もうと
した煎茶は文人煎茶であるといえる。　
1.2　先行研究
秋成の煎茶に関する先行研究として主要なものは 1、秋成の煎茶に関する著書の研究、秋成と煎茶との関係
を論ずる研究、煎茶道における秋成の位置づけを論じる研究、秋成の煎茶ネットワークに関する研究などがみ
られる。　
秋成の煎茶に関する著書の研究としては、前項に挙げたものに加えて、『清風瑣言』を補完する内容が記さ
れている随筆『茶瘕酔言』があり、中村幸彦が実証的研究を行い（中村幸彦，1959）、さらに、鷲山樹心が成
立年次に関する研究を行っている（鷲山，1980）。晩年に書いた『背振翁伝』については、堺光一が『茶経』
との関係性を論じている（堺，1959）。また、日本文学研究者の森山重雄は秋成の茶書を取り上げながら茶人
としての秋成を論じている（森山，1993）。秋成の最晩年の随筆『小心録』について、廣川京一は『小心録』
の各文を類型化した上で、秋成について「自然、ありのままの姿を貴しとし、虚栄、虚偽、世間体、野望、多
情、流行、卑屈等を徹底的に嫌悪した」と述べている（廣川，1977:57-63）。近世文学研究者の森田喜郎は、
秋成が自身のことを『小心録』〔70〕に「老がような閑寂の世」や「冥福の翁」と記し（上田，1808d）、他に
合計 10段に及び自慢話とも言える自己肯定があることを踏まえて、「自分の生き方を肯定して（中略）自分を
幸福な人だと思い、自己に満足して、生活していた」と述べている（森田，1979:317-318）。このように、『小
心録』は、煎茶についての言及は少ないものの、自分自身、友人、さらに、藝事、金銭についての秋成の考え
を知ることができる書であり、秋成の煎茶を知る上で検証の必要がある。また、近世文学研究者の神保五彌は、
『小心録』〔69〕に「（前略）煎茶のんで、死をきわめている事しや」とある（上田，1808d）ことについて、「晩
年の秋成にとっての煎茶は、単なる趣味嗜好の域を越えて、精神的な拠りどころとでもいうべきものになって
いたようである」（神保，1992:447-448）と述べ、近世文学研究者の浅野三平は秋成にとっての煎茶は逃避の
道であると指摘した上で「秋成が本当に煎茶道の中興の祖であったのかどうか」と問題提起している（浅野，
1992:2-3）。
煎茶道における位置づけの視点のものとして、江戸文化研究者の田中優子は、秋成は「売茶翁の生き方を生
き方の問題として受けとめた」と述べるとともに、「煎茶道のなかに新しい哲学を発見した」と述べている（田
中，2008:28）。茶道研究家の筒井紘一は「『清風瑣言』は（中略）煎茶の正当性を述べることによって、『梅山
種茶譜略』や『青湾茶話』以来唱え続けてきた煎茶の地位を決定的なものにした」と述べ（筒井，2003:358）、
茶道研究者の矢部誠一郎は「秋成が、終生追い求めたものが「清」であり、この精神を煎茶道の中に見出し独
自の「煎茶道」を創立した」としている（矢部，2005:38）。煎茶器などに見られる秋成の美意識について、佃
一輝は、売茶翁と蒹葭堂の煎茶が「去俗」であるのに対して、秋成の煎茶は「清」であり、秋成は茶の湯を対
象化することによって煎茶を文人生活の場に定着させたとしている（佃，1999）。
文人を中心に展開された煎茶ネットワークの視点からの研究としては、茶道研究者の熊倉功夫が、「煎茶の
ネットワークによって、『青湾茶話』や『清風瑣言』が生まれた」と述べ（熊倉，1993:64）、田中優子は、「煎
茶ネットワークは秋成の段階で、煎茶がただのツールから、理想そのものの極みにまで高められ、まさに求め
られるべき精神のシンボルとなる」（田中，1992:5）と述べていて、煎茶ネットワークの成果や発展が論じら
れている。
　
1.3　本研究の目的と分析視角　
上述のように、秋成の煎茶に関する先行研究は、秋成の煎茶に関する書の研究、秋成と煎茶の関係について
の研究、煎茶道における秋成の位置づけに関する研究、秋成を取り巻く煎茶ネットワークに関する研究などが
挙げられる。既に述べたとおり、現在の煎茶道や煎茶に関わる人々にとって、必ずしも秋成は身近であるとは
いえない。その点を考慮すると、秋成の煎茶の精神により直接的に迫るために、秋成の望んだ煎茶席そのもの
について具体的に検討してみることが近道なのではないかと考えられる。秋成が理想とした煎茶席に特化して
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具体的に検証した研究は管見の限り見当たらなかった。そこで、本研究では、秋成が理想とした煎茶席とはど
のようなものであったか、場所、規模、茶道具、しつらい、煎茶の素材となる水や茶葉、さらに法式などの視
点から秋成の美意識に叶うものはどのようなものか、また、それがどのような理由によるものなのかに留意し
ながら、秋成の残した著書や書簡などを頼りにして、秋成が求めた煎茶席とはどのようなものであったのかに
迫っていきたい。秋成の煎茶に関連する書として、『清風瑣言』だけではなく、蒹葭堂記『あしかびのこと葉』、
風俗時評『癇癖談』、歌文集『麻知文』、史論『遠馳延五登』、書簡『尾張門人大館高門へ答ふ』2、歌文集『藤
簍冊子』、『煎茶之記』、随筆『自筆本茶瘕酔言（以下、「茶瘕酔言」とする）』、随筆『西荘文庫旧蔵転写本茶瘕
酔言（以下、『茶瘕酔言（異文）』とする）』3、歌文集『七十二候』、『茶の詞章』、書簡『背振翁伝』4、『自伝』、
『茶瘕稗言』、随筆『小心録』、書簡集『文反古』、歌集『毎月集』、などをとりあげ、時間の経過による秋成の
考え方や気持ちの変化にも留意し、秋成が望んだ煎茶席に迫りたい。また、『小心録』に収集されたもののよ
うに悪口に他ならない文章もあるが、表面的な記述内容ではない、そこに隠れている秋成の真意とは何かを念
頭に置いてみていく。江戸時代中期から後期にかけて煎茶を愛した文人の代表的存在の一人であり、『清風瑣言』
を著し煎茶道の成立に貢献のあったといわれる秋成が煎茶席に求めたものとは何を明らかにすることは、現代
の煎茶道や煎茶に関わる人々にとって有用であると考える。
2．煎茶ネットワーク
2.1　　大坂のネットワーク
文人ネットワークの効能とは、交友を活かし、一人一人が咀嚼して自分自身の力にすることであり、徒党を
組んで何かするということではない。文人たちは交友によって受けた刺激や学びを自分の思いや力に変え、そ
れを自分のものにし、一回一回の煎茶席をはじめ、人生の様々な局面で発揮したことであろう。秋成はネット
ワーク形成の関心よりも、交友で得た学びを煎茶への取組みに反映した。蒹葭堂との交友によって煎茶を体験
し、村瀬との交友によって『清風瑣言』を著すことができた。茶道具の制作や茶葉の製造にも交流のあった文
人が関わっている。
既述のとおり、『清風瑣言』は大枝流芳の著した『青湾茶話』を参考にして書かれたものであるが、『茶瘕酔
言（異文）』〔23〕にも「浪花の大枝流芳は、翁に謁して煎法をつたえし人也。（中略）　青湾茶話、雅遊漫録の
著を見て、其人をしるへし。（中略）　此人の事、我大江先生の雅遊漫録の序にいはれたり」とある（上田，
1808b）ように、売茶翁と大枝流芳との接点や、大江先生すなわち『青湾茶話』の序文を書いた都賀庭鐘と秋
成との関係も分かる。儒医でもあった都賀庭鐘は、秋成が火災にあって家を失い、医業を開始しようとした時、
秋成が医術を習った人物である。このように、秋成周辺に煎茶と関連するネットワークが時を越えて作用して
いる。都賀庭鐘の影響を受け、煎茶を知り、『青湾茶話』を知ることになったであろう。売茶翁から大枝流芳へ、
大枝流芳から都賀庭鐘へ、都賀庭鐘から秋成へという見えない煎茶のネットワークができている。
また、在大坂時代は、蒹葭堂のネットワークによる学びが大きかったことは蒹葭堂宅への訪問回数が証明し
てくれる。在京都時代も蒹葭堂宅への訪問は続いた。秋成も文人たちとのネットワークに組み込まれていた。
蒹葭堂のサロンを中心に形成されたネットワークには、蒹葭堂が清国の葉雋の撰した『煎茶訣』を共に翻刻し
た大典や、『煎茶略説』を著した沢田実成が参加していると考えられる。有坂道子は『蒹葭堂日記』に登場す
る訪問客は 19年余の間に約 7千人余、延べ 3万 9千人を超えると述べている（有坂，2007:150）。1794年 12
月 18日に書いた真乗院への書簡には「清風瑣言も（中略）、野生へ謝物に二十編贈来候へども、京坂の間へ皆々
乞とられ候故（後略）」とあり 5、刊行直後の状況であるが、『清風瑣言』のニーズがあったことを示すもので
あり、それぞれにネットワークを持つ文人が多く参加した蒹葭堂のネットワークが秋成の『清風瑣言』の広が
りに寄与したことであろう。
同時代を生きた蒹葭堂には、形成されたネットワークによって膨大な人々との交友が実現した。その中には
各分野の超一流の人物たちが多数含まれている。その交友により生まれた彼の人間力と文人趣味に関する知識
は計り知れないものである。蒹葭堂は、蒹葭堂会と称する詩文会を自ら開催し、片山北海が主宰した混沌社に
も参加する他、自宅にも多くの客人を迎えた。煎茶を中心とする親睦サークル、清風社を結成し、煎茶を媒介
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とするネットワークも広げた。秋成は、在大坂時代から、医業の開業にあたり、本草学者であった蒹葭堂に医
薬について相談しており、また、『雨月物語』の執筆にあたっても豊富な中国知識によって執筆を支援しても
らい、年齢も近い二人の親交は深まった。
1774年 2月に秋成は蒹葭堂の依頼で『あしかびのこと葉』を書いた。「あるじれいのまめだちて、茶くだ物
なとすすめらる、いともきよらなりや、唐くたものはもろこし人の伝へ委しくて、手つから造りなせしなり。
茶は竜井とかや」とあり（上田，1774）、茶を介しながら交友する当時の二人の姿が偲ばれる。これは、秋成
が蒹葭堂から聞いた自伝を擬古文で表したものであり、蒹葭堂の人となりや学識が分かる。『あしかばのこと葉』
の執筆時期から次第に大坂の文人ネットワークに秋成も組み込まれていていく。秋成にとって自分とは全く同
じ美意識という訳ではないが、いわば、「博物館兼図書館ともいえる蒹葭堂のサロン」（中村真一郎，
2010:213）を秋成は求めており、蒹葭堂を盛んに訪問している。蒹葭堂の煎茶についての取組みを批判してい
るが、蒹葭堂の死の前年まで、あわせて 40回ほどの交流がある。『蒹葭堂日記』には「上田東作来ル、夕飯出
ス」6や「上田余斎、中食」7などが見られるが、食事を出すという記述は『蒹葭堂日記』には決して多くは
ない。蒹葭堂が夕食を出す客は特別な客であった。他方、秋成に友として認められる人も少ない。『茶瘕酔言（異
文）』〔24〕には「郷友蒹葭」とあり（上田，1808b）、『小心録』〔108〕には「翁、三都に友うるはしきはなし。
江戸の太田直次郎殿、京の小沢蘆庵、村瀬嘉右ヱ門は知己なり。善友ならず」とあり（上田，1808b）、これら
の名のある文人たちを取り上げるも、わざわざ友とはいっていないのである。『尾張門人大館高門へ答ふ』で
蒹葭堂の茶を批判しながらも「我友なりしあしの屋のぬし」と記し（上田，1805a）、友と認めている。秋成に
とって蒹葭堂に会いに行くことは心地よいことであった。両者がお互いを友として認めていたことのあらわれ
である。何度も足を運んでいるのがその証左であった。
2.2　京都のネットワーク
秋田藩の佐竹氏の儒官であった村瀬は、詩文書画に秀で、書は行書を得意とした。京都に戻っていた村瀬は
秋成と煎茶を通じて交友し、『清風瑣言』の序文においては「無腸翁は浪華の人なり。（中略）京師に来遊し、
華頂の麓に寓す。余の居と喚呼相通ずべし。これを以て旦夕、一堂に款晤し、頗るその人となりを悉くす」と
述べており（村瀬，1794）、『清風瑣言』の成立前後の村瀬と秋成の親密な交友が分かる。竹田の『屠赤瑣々録』
の巻二には、「十一年間も先生と音門を絶すと云ふ」とあるとおり、村瀬と秋成は疎遠になっていた時期があ
るが、11年交渉を絶っても、『茶瘕酔言』についての相談にものっている。そして、「朝より昼頃まで咄あり。
余も側に侍す。清風茶言 8の続篇を録し度由の話にて、此度は茶瘕酔言と題して、面白き話を叢むる由也」と
ある（田能村，1828）。最晩年に、秋成は村瀬について、『小心録』〔108〕で「村瀬嘉右衛門は知己也。善友に
非ず。（中略）村瀬大儒也といへども、国朝の事にはくらき故、書ともおとるべし」と述べている（上田，
1808d）が、『小心録』〔139〕には、「栲亭子は、前の清風瑣言の序書てたまへりし人なり。むかし軒を向て住
たりしかば、一日怠らず茗を烹て清談す」と述べ（上田，1808d）、煎茶に誠実に取り組む村瀬の姿勢を評価し
ている。毎日、煎茶を喫して清談していた村瀬の存在がいなければ、秋成は『清』の煎茶を満喫することはで
きなかったであろう。　
秋成は『茶瘕酔言（異文）』〔56〕では、「老て友なきには、茶の酔流して」と述べ（上田，1807b）、『小心録』
〔110〕では「ただ今は山の大将我一人、お相手がござらしやるまひ」と述べ（上田，1808d）、『小心録』「書お
きの事」9には「七十五さいの今日にいたりては、友はすっきりなし」と述べている（上田，1808e）。村瀬も『毎
月集』の序文で秋成について、「吾が友無腸翁は、狷介峭直。高貴を視ること腐鼠の如く、俗士を以って蜣蜋
と為す。世俗は其の病を忌い、畏れて之れを避け、其の門に遊ぶ者は厪厪如なり」と記し（村瀬，1807）、門
人が少ないことを述べている。しかし、秋成も一人で生きていた訳ではない。1803年 6月 25日、秋成の七十
歳の誕生日を祝う会が行われている（高田，2013:430）。秋成の周囲にいた人は、秋成が友人と認めていなく
ても門人でなくても、また、秋成が批判し、揶揄していたにも関わらず、秋成の周りにいて、人が少ないとい
う訳ではない。和文の研究、創作に尽力した伴蒿蹊、京都画壇四条派の松村月溪、絵画や歌に造詣があり岡崎
の豪商で秋成が『背振翁伝』を書いた書簡を送った世継寂窓、伏見稲荷祠官であった歌人の羽倉信実など、京
都では各分野の一級の人物たちがいた。また、『麻知文』に「小沢蘆庵と云ふ翁は、歌よむ人と、かねて聞き
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知りければ、荷田の信よしにいさなはれてゆく」とある（上田，1804）とおり、蘆庵の和歌の門人であった荷
田信美すなわち、羽倉信美に紹介され、岡崎の蘆庵宅で初めて蘆庵と出会っている。『文反古』の「上」の、
妻の瑚璉尼の死で悲しみ落ち込んでいる秋成に対して蘆庵が、「一煎の清気に本心をやしなはせ給へとねき奉
る、此麁菓あるままに」（上田，1808f）のとおり、菓子を贈り、煎茶で元気になるようにとの書簡が収められ
ている。ネットワークによる見える力、見えない力が一回一回の煎茶を喫する場に注ぎ込まれる。秋成もその
力に一定の評価、いや感謝していたことだろう。
3．煎茶席の場
3.1　煎茶席の場所　　　　
秋成の望んだ煎茶席とは、どのような場所であったのかを考えていく。村瀬が書いた『毎月集』の序文に「室
中に唯だ一二の茶具有るのみ」と書かれている（村瀬，1807）。これは、晩年の秋成の自宅に茶具があったと
いうことであり、秋成が自宅で煎茶を嗜んでいたことが分かる。まず、秋成の居住地の変遷から考えていきた
い。『小心録』〔69〕には「三十八歳の時に、火にかかりて破産した」とある（上田，1808d）とおり、1771年
に火災に遭い、家産を失い、1773年に加島村へ移住し医業を始めた。1776年に船場尼ヶ崎、1781年に淡路町、
1787年に淡路庄村を経て、1793年には、『小心録』〔69〕に「尼はもと京のうまれじゃ故、佳たいと云ゆへ、
まあこころみにちよつと知恩院の前へ腰かけて、遊び初たが、軒向ひは村瀬嘉右衛門（後略）」にある（上田，
1808d）とおり、大坂から妻の故郷、京都の東山の知恩院門前町袋町へ移住した。1794年、南禅寺山内常林庵
裏の小庵、1795年には、東洞院四条の松村月溪の長屋、同年、衣の棚の丸太町へ、1796年には知恩院門前袋
町へ、1798年、百万遍の羽倉信美邸内に移る。1806年には再び南禅寺山内常林庵裏の小庵へ、1809年、再び
羽倉信美邸内に移るなど、自分が心地よく生息できる場所を探して動きまわったようにみえる。『小心録』〔7〕
で「京師に客たる
4 4 4
10事十五年来也」（上田，1808d）と述べるとおり、仮住まいというほど、頻繁に移動して
いる。『藤簍冊子』の巻六に「鶉居」がある（上田，1806）が、鳥のウズラの巣が一定しないとされたことか
ら人の住居を定まらないことを意味し、上述の秋成自身の住居事情と符合する。竹田の『屠赤瑣々録』の巻二
にも秋成の家について「わづかなる家にて、入り口に暖簾を掛けて、鶉居と自ら書して」とある（田能村，
1828）。近世文学研究者の風間誠史は、「鶉居」は記録というよりは遠い日の回想であるとした上で、「鶉居で
の生活は、物理的にも精神的にも閑居（中略）秋成の実生活においては、束の間の安息だった」と述べるとと
もに「漂泊と孤独の日々はつづいた」と述べている（風間，1998:338）。自身で「鶉居」というように住居が
定まらないことを自覚している。心の安定を求め、移動し、安定に疑いを持ち、不安定になり、そして、安定
を求め、移動しているかのようにすら見える。また、死後の安住の地を探すため、69歳で南禅寺山内の西福
寺の閑静な内庭の片隅に墓を作っている。西福寺奥庭には「上田無腸翁之墓」の墓石があるが、西福寺住職の
玄門と懇意していたことで生前に墓所を決めることができた。墓所を決めることができたことで、生きている
うちに自分の死後の安住の場所を確保しようとしていたと考えられる。これは、秋成が『小心録』〔69〕で「煎
茶のんて死をきわめている事しや」と詠んで（上田，1808d）、煎茶に完成された精神世界を求めている姿とも
重なる。
そもそも京都移住は、隣人に茶友で『清風瑣言』の序文の執筆者の村瀬がいることや、宇治は茶の栽培が行
われており良い茶葉を得られること、雑踏の大坂、京都には南禅寺周辺には良水があり、山などの自然や寺院
などの風雅な場所であることから、『小心録』〔69〕の「尼はもと京のうまれじゃ故、住たいと云ゆへ」で述べ
た（上田，1808d）。妻の瑚璉尼の希望という理由だけではなく、秋成が自身の煎茶に集中できる環境を得たい
という思いも見出すことができる。『小心録』〔23〕にあるように村瀬に「京都は不義国じゃぞ　覚悟して」と
いわれながらも京都に入り、「不義国の貧国じゃ」といいながらも（上田，1808d）京都で過ごしたのである。
自身の居住地の移動は、仮に貧しい暮らしになっても、自身の煎茶を嗜む環境としての条件をクリアーしてい
る場所ではならなかったはずである。秋成は移住の際に場所に煎茶の清を得るという要件を用意していたと考
える。秋成にとって煎茶を嗜む場所は貧しくても清を感じられる場所でなければならなかったのである。
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3.2　煎茶席の規模　　　　　
秋成の理想とした煎茶席はどの程度の規模であったのかを考えていくために、煎茶席に参加する人数の視点
から考えてみたい。『清風瑣言』において、清の学者、陳元輔の記した『茶録』の「茶を品する者。一人得神。
二人得趣。三人得味。七八人是名施茶と見ゆるをもおもへ」を引用して「客主の清雅多飲にあらず。衆多にあ
らぬ事を」と述べている（上田，1794）。多くの人数で飲んでは清雅を得られないとはっきりと言っている。
参加人数によって煎茶席の様相は一変することは現代の煎茶席を考えても明らかである。これらの秋成の主張
は蒹葭堂のサロンに大人数の客人がくることと対照的である。蒹葭堂のサロンには「草堂課条」という規則が
あり、一定のけじめを設けようとする蒹葭堂の意識はみられ、蒹葭堂の煎茶ネットワークにも同様の精神はあ
ったであろうが、秋成にとって蒹葭堂のサロンでの煎茶は訪問者が増えていく中で次第に居心地のよいもので
はなくなってしまったと考えられる。『茶瘕酔言』〔21〕で「郷友木村孔恭は文雅の名たかく、産物を選び、茶
を煮るをもてともに人しる。然れども、文雅の友四方より日々に来る送迎にいとまなく、茶味の嗜好、器のえ
らび、煎法のことにおきては疎也しかば、高翁の風流にいたらず」と述べ（上田，1807a）、蒹葭堂の落ち着け
ない煎茶には違和感を表明している。晩年の秋成の知人である世継寂窓の岡崎にある広大な別荘、居然亭で秋
成が詠んだ『居然亭茶寮十友』の「閑談」には「都よりありやと爰にとふ人とけふをのどかに語りくらしつ」
とある（上田，1809）。また、『茶瘕酔言（異文）』〔25〕では、「客到れは一煎をすすむ」とあり（上田，
1807b）、呉春筆で秋成賛の「十二か月絵巻」や同様の構図の河村文鳳筆の「十二か月絵巻」には、屏風の前に
涼炉と茶器、登場するのは秋成と思われる人物 1名のみであり、まさに自娯の世界が描かれている。秋成は、
自然を感じられる風雅な場所でしずかに煎茶を楽しみたかったのであり、秋成が理想とした煎茶席の規模は閑
談ができる程度に、人数が抑えられたものであったのである。
4．煎茶席の構成
4.1　 茶道具　　　　　
煎茶席を構成する主たる要素として秋成の理想とした茶道具について考えていきたい。江戸文化史研究者の
早川聞多は「煎茶の場合、売茶翁みたいな脱俗の生き方をした人がいちばん初めにいたということ。あの存在
があると、つねにそこに照らしてどうだということになる」と述べている（早川，1997:49）。秋成も一つ前の
世代の売茶翁についての記述も少なくないので、秋成の売茶翁の評価をみていくことで秋成の美意識を読みと
っていきたい。『茶瘕酔言』〔19〕で、「翁によりて煎茶の行るる事、寛保より明和にいたりて、上制しきしき
に出せり。是は翁の徳也」と述べ（上田，1807a）、また、『茶瘕酔言（異文）』〔22〕では「近世煎茶の流行な
るは、高遊外翁に興れり。（中略）清貧にして文雅に遊ふ」とも述べ（上田，1807b）、売茶翁の煎茶における
清貧のスタンスを高く評価している。さらに、『茶瘕酔言（異文）』〔26〕に、「遊外士、在世の頃は、唐山製の
風炉、茶瓶、盌等のたくひ、専ら渡り来たりしを、翁下世の後、煎茶の遊玩衰へては、陶工の意もなく造り出
するに似て、あらぬ物に成んたり。今は栗田、清水の陶工等、又古を擬してさかん也。美は拙さを蔽うに到り
て、又一変する事、悲しむべし」とある（上田，1807b）ように、売茶翁死後は古器を真似て稚拙なものを造
っていることを嘆いていることが分かる。売茶翁の考え方について、『茶瘕酔言（異文）』〔22〕では、「器は当
今渡来たる唐山製を用ひて、古器を貴はす」とし（上田，1807b）、また、『茶瘕酔言』〔38〕では、「茶器は皆
唐山の新製にて、古物を好ます。気韻を損害する故也。茶瓶一席を捨て、又新たにす。是清韻の興也」と述べ
（上田，1807a）、古い物を使い続けずに、新しい茶器を用いる売茶翁の清新な姿勢や取組みを評価している。
しかし、売茶翁の茶器について『尾張門人大館高門へ答ふ』では、「游外高処士は、みづから茶を売ると呼
ばれしかど、まことには茶に隠れて、世を玩ばれし也。其品の定め、器もののかたちなと、是に心を致されし
に非ず」と述べ（上田，1805a）、『茶瘕酔言』〔19〕でも「貧士なれば、富家の交りなく、茶具玩器、当時の唐
山製の物を用ひて、点器のえらひなかりし物、多くは鈍漢也」と述べている（上田，1807a）が、これは売茶
翁の茶道具に対する審美眼を批判しているものである。『茶瘕酔言（異文）』〔23〕では「浪花の大枝流芳は、
富家の子にて、弱きより風流をこのみたる畸人也。茶を闘かはせ、器をえらふは、翁に勝れり」と記し（上田，
1807b）、茶器の選定については売茶翁よりも大枝流芳を評価している。
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次に、秋成自身の考え方をみていきたい。『清風瑣言』では、茶道具については、大きさ、色、新古、珍し
いものについての考え方を論じている。「選器」の項目では、『青湾茶話』に随ったものではあるが、「茶瓶は
小器を要むべし」とあり、また、「茶盞、或いは茶杯とも云う。是も小器を宜しとす。（中略）白磁なる者宜し」、
「『茶史』にも「盞は雪白を以て上と為す」」、「白磁を貴むは、茶の青黄候いやすきを以てなり」、さらに、「茶
盞用うる時は潔滌を専らと力むべし」と記し（上田，1794）、これらに記されたことは単に茶器の色という問
題を越えて、秋成が求めた清新な煎茶という考え方に繋がるものである。『茶瘕酔言（異文）』〔26〕にも「寒
酸の徒、高価な物もとめかたけれは、近来渡れる内外潤白の盌の宜しきに止へし」とある（上田，1807b）と
おり、茶瓶については小さいものを推奨し、茶碗については白い磁器がよいとし、高価である必要はないとし
ている。『背振翁伝』にも「しろき兎毫の盌　とう出て與ふ」や「さきの白きに汲みて與ふ」とあり（上田，
1808c）、実際に、白い碗を用いているところを紹介している。さらに、『清風瑣言』では「山林の士は、新鹿
を嫌はず、効用清潔を専らと択ぶべし」とあり（上田，1794）、文人は新しいもの、清潔なものを選ぶことが
肝要であるとしている。『茶瘕酔言』〔17〕においても「玩器伝来賞すへし。其余は舜盌といへとも、古廃器也。
煎茶家、茶具新調をもはらとす」とあり（上田，1807a）、『茶瘕酔言（異文）』〔18〕においても「器は新調に
て足て、珍玩をもとめす」とし（上田，1807b）、茶道具は数が少なくても新品が良く、古いものや珍奇なもの
はだめだとしている。また、『清風瑣言』の序文で、村瀬は秋成の住まいについて、「無腸翁（中略）居る所筆
研の外、茶具数事のみ」とあり（村瀬，1794）、茶道具を数点しか所有していない秋成を模範として紹介して
いる。既に述べたとおり、村瀬が書いた『毎月集』の序文にも「室中に唯だ一二の茶具有るのみ」と書かれて
いる（村瀬，1807）。晩年の秋成の家には僅かな茶具しかなかったことが分かる。茶道具の収集については、『清
風瑣言』の序文で、「今の謂う所の茶人は、（中略）種々得難き物を、競って産を傾け、以て茶具に供す。また、
咲うべきの甚だしからずや」とあり（村瀬，1794）、秋成も『茶瘕酔言（異文）』〔24〕において「郷友蒹葭は、
風流の名世に聞こえる人也。弱士の時、都にいきて、遊外翁の晩に謁して、器を模し、且遺物も乞て蔵め、世
に衒売す。本性茶癖を病るにあらず。ただ客を迎えて、品をかえ、煎てすすむ。至る者水厄と云へし」と述べ
（上田，1807b）、蒹葭堂が売茶翁の遺品を収集していることを揶揄している 11。秋成が 1807年に書いた『煎茶
之記』にも「高貴の玩びにて、分上に過す損害有べからず。庶民倣ひて己が度を踰え、豪富といへども、終に
財頽れ、家を亡す」とあり（上田，1807d）、競って大金を払って手に入れ、高額な茶道具を使用することに警
鐘を鳴らしている。
煎茶研究者の守屋雅史が「日本には煎茶法がはじめに紹介され、上田秋成の『清風瑣言』が上梓される前後
に淹茶法が確立して、幕末以降には淹茶法が盛んになる」と述べている（守屋，1997:27）とおり、淹茶法へ
の転換時期と『清風瑣言』の執筆や秋成が茶道具の制作への取組みを開始した時期とも呼応している。竹田は
『屠赤瑣々録』の巻二に「今、世間に流行する煎茶も、先生余斎両人にて図を製し、其頃清水の陶工六兵衛と
云ふ者に命じて作らしむ」と記している（田能村，1828）。同じく竹田が著した『石山斎茶具図譜』にも「村
瀬栲亭翁、茶を嗜み、（中略）、初、無腸老人と謀り、清六、始めて急尾焼および風炉を造らしむ」とあり（田
能村，1831）、竹田の煎茶の師である村瀬と秋成が陶工の清水六兵衛に茶器を造らせていることが紹介されて
いる。『屠赤瑣々録』の巻二には、「彼是世話して漸く出来す。纔に十二三年計りの事なり。今は三都を始め田
舎まで行れて、片隅の怪しき茶碗店まで、急焼風呂を沽らざるはなし」とあり、時間がかかってようやく完成
した急須は各地に広がっていき、さらに「此翁の作られし急焼は、尾州にては、十五金に調へし人ありとなり」
とある（田能村，1828）ように、京都から離れた地域でも評価も受け始めていたようである。秋成にとって、
実践という目に見える具体的な行為はいつわりのないものであり、当時の煎茶を嗜む人々にも受け入れられる
ものであった。高額な茶器を用いることよりも自らの美意識を反映させ、自らが手掛けた茶道具を用いて、煎
茶席が出来れば、自身の目指す煎茶に近づくことができると秋成は考えていた。
4.2　しつらい　　　
『清風瑣言』には、客へのもてなしや茶室のしつらいについての言及もみられる。「客に対する饗式、茶寮の
結構、点茶家法則備われり。古老の人に聴くべし。但し株を守り舟に刻するの弊有りて、進退活用ならぬ者聞
こゆ」とあり（上田，1794）、客のもてなしや茶室のしつらいは法則があるので、それを学び、かつ法則に縛
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られないで、臨機応変に対応する必要性を主張している。また、「饗式は、点茶家古老の法則を意底に蓄えて、
且つ自己の分限に応じつつ遊楽すべし。只だ礼節闕くべからず」と述べ、身の丈にあったやり方で行うべきで
あり、かつ、礼節を欠いてはいけないとしている。さらに、「武門には、『喫茶往来』の茶会の壮観なる、僧家
には『百丈清規』の大饗の威儀なる例は、山林の士の与るべきにあらず」とある（上田，1794）。『喫茶往来』は、
室町時代に延暦寺の学僧、玄恵が著したもので、宋・明から輸入した高価な器物や絵画を並べた室内装飾を施
し、その中での飲茶勝負、酒宴、歌舞などの様子が書簡形式で記されている。例えば、「会衆既に集まるの後、
初め水繊酒三献、次いで索麺、茶一返。然る後に、山海珍物を以て飯を勧め、林園の美菓を以て哺を甘す」と
の記述が確認できる（玄恵，室町初期）。『百丈清規』とは、唐代の禅僧、百丈懐海禅師が著した禅宗の制度や
規則書のことであり、ここでは、元代に東陽徳輝によって記された『勅修百丈清規』のことと考えられる。こ
れらの書に紹介されている大規模な会や儀式は文人の煎茶にはあてはまらないと具体例を挙げて説明してい
る。既に述べたとおり、『清風瑣言』の序文にも、秋成の周りには「居る所筆研の外、茶具数事のみ」とある
とおり（村瀬，1794）、筆、硯などの文房とわずかな茶具のある自宅の書斎で煎茶を嗜んでいたことが窺い知れ、
こじんまりとしたものであると考えられる。『藤簍冊子』の六の「鶉居」には、「室中東壁亘り四尺、蔵する所
の書画一二幅展覧す。其の北牖を鏧て文机を置く。又、北に火炉を抗して、架上に飯器茶具及び米塩を置く」
とあり（上田，1806）、東側の壁に所蔵の書画を掛け展覧させ、机を北側の窓の下において、そばに炉を切り、
棚には飯器、茶具、米や塩を置いたということであり、秋成の住まいをイメージできるが、狭い自宅で煎茶を
嗜んでいた様子がうかがえる。また、『青湾茶話』を書いた大枝流芳は 1763年に『雅遊漫録』を著しているが、
そこには文房具の置かれた書斎での知的生活が図解で紹介されており『雅遊漫録』について『茶瘕酔言（異文）』
〔23〕で言及し（上田，1807b）、これを目にしている秋成は影響を受けていると考えられる。世継寂窓の「居
然亭」で詠んだ『居然亭茶寮十友』の「書画」には「ふみよめば絵を巻きみればかにかくに昔の人のしのばる
るかな」とある（上田，1809）とおり、煎茶を嗜む場において文房具や書画を用いることは、秋成の美意識と
寄り添うものであることが分かる。
現代において、秋成の精神を茶会で表現しようとする実践的取組みとして佃一輝が行った「秋成茶会」があ
る。2011年 11月に一茶菴の九如草堂で行われた三亭式秋成茶会では、『清風瑣言』の精神を重んじ、秋成と
も交友のあった池大雅の南画や秋成が好んだ色である白色のものを涼炉、湯罐、小壺、茗酒碗に用い、茶葉に
は涼州金露を用い、中国文人たちがシルクロードのことを詠んだ涼州詩をイメージさせている。「三亭式」と
いう酒、茶、飯の三つの角度から、もてなしを行うことによって文人たちの思いをしつらいに織り込んでいる
（森，2012）。これは秋成の煎茶から学び、それを消化し表現しようとした煎茶会で一つの例である。
5．煎茶の素材
5.1　水         　　
煎茶の素材として、秋成が最も重要視した水についての美意識をみていく。村瀬の記した『清風瑣言』の序
文には「今の謂う所の茶人は、（中略）　水の陰陽を弁えず。湯の老嫩を問わず（中略）咲うべきの甚だしから
ずや」とあり、水の良い悪い、湯の沸かし具合にも頓着しない当時の茶人の様子が紹介されている。また、「物
の味の淡、水より淡なるはなし。淡の気に於けるや清を為す。故に物の性、水より清なるはなし」とあり、物
質の性質として水より清いものはないと述べた上で、「およそ天壌の間、気味の相合するは、茶と水にしくは
なし」と記され（村瀬，1794）、天地の間において、匂いや味の相性のよいものは、茶と水より優れたものは
ないと述べ、茶における水の重要性を指摘している。本文では秋成が「弁水」の項目に、「茶を烹る者、水択
ばずば有るべからず。水えらばざれば、茶に色・香・味の三絶なし」と記し（上田，1794）、茶の三絶を得る
ためには水の正しい選択が不可欠であるとしている。さらに『茶瘕酔言』〔11〕において「水のえらひ大事也。
茶ありとも水清からねは、伯楽なしのたくひ也」と述べ（上田，1807a）、『茶瘕酔言（異文）』〔10〕には「水
のえらひ、茶より疎なるへからす。茶神、水に損害せらるる事多し」とある（上田，1807b）とおり、茶の選
択よりも水の選択が重要であると明記している。また、『茶瘕酔言』〔12〕には「水の性、時刻に味をかへ、一
夜には大に変す。百余里の外に汲はこはすはいかに拙なる」とあり（上田，1807a）、『茶瘕酔言（異文）』〔12〕
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には、「近年、江都の風流士、京師の水を運はせて、茶饗に誇る事奇怪也。百余里を荷ひ運ひて、水味性のま
まならんや」とある（上田，1807b）ように、水を移動させることによって品質が悪くなることに警告を発し
ている。『茶瘕酔言（異文）』〔10〕では、「清風瑣言に「雨も、秋雨、梅雨はよしと云うしは、（中略）筆あや
まち也。雨はいつにても、甘重に過て腐れやすし。必用ふへからす」とある（上田，1807b）とおり、『清風瑣
言』で「諸書に、雨水を上品とす」と紹介して（上田，1794）、雨水を肯定していたが、『茶瘕酔言（異文）』
では、明確に否定し、煎茶における水の重要性をさらに強調している。『背振翁伝』においても「清くとも水
は害あり、茶烹てまいらせん」と述べ（上田，1808c）、水の重要性を繰り返し主張している。
次に、秋成が煎茶で使う水に関しての自らの体験を述べているので見ておく。『麻知文』では「世継直員と
宇治の里にいきて、河の流に茶を煎んとて行。（中略）河岸の家に泊りて、此流を汲みて、かんはしきを烹る、
いと心ゆく遊びなり」とあり（上田，1804）、『文反古』の「上」には「垣のもとを過る谷水の音のさやけきが
めづらし、是は最勝院の滝の末にて、けがれなしと云」とあり（上田，1808f）、良水を選んでいる姿が記され
ている。『小心録』〔75〕においても、萩の多く植えてある茶店に立ち寄った際に、茶を勧められたが、「此の
野は水あしし。このまずといふて立」とあり、茶店で使用する水が悪いので、席をたったとある。そして、「萩
の牢屋に入たり」と述べ（上田，1808d）、水の悪い茶を出すような茶屋は牢屋のようなものだと実体験を紹介
しながら煎茶における水の重要性を記している。このように、水について一貫して強いこだわりをもっていて
繰り返し強調している。『茶瘕酔言』〔14〕では、「京師に、茶と水の福地なる事をもて、故国にかへる事を忘る」
とある（上田，1807a）。茶と水に恵まれた京都で煎茶の本質に迫りたいということの表れであり、秋成が実際
に煎茶席や煎茶を楽しむ際に使用する水に最大限の注意を払ったことは、牢屋のような茶屋の話によって容易
に想像できる。煎茶における水の重要性は『青湾茶話』でも述べられているが、秋成は単に飲料という科学的
視点ではなく、『茶の詞章』で「濁りしと世は遁れねど谷水に茶を烹て心すますばかりぞ」と詠んだ（上田，
1807c）ように、世の濁りも煎茶に使用する清の水で澄ますのだという信念になっていった。
5.2　  茶葉       　　
茶葉については、『清風瑣言』の序文には「今の謂う所の茶人は、おおむね竊吹・濫巾の徒にして、茶の旗
槍を揀ばず（中略）　咲うべきの甚だしからずや」とあり（村瀬，1794）、茶葉の品質に対して意識の低い当時
の茶人たちの状況を述べられている。『尾張門人大館高門へ答ふ』では、蒹葭堂について「我友なりしあしの
屋のぬしは、茶を弄はれし（中略）茶の品、水のえらひも、大かたなる遊ひなりし。老か是好めるは、只只病
にかはかされては、三碗のかきりを忘れ、あたはぬと云し数をさへ打かさねて、むさむさしかる也」と記し（上
田，1805a）、蒹葭堂は茶を玩んだが、これは諸道に通じた学者で、内外に知られた名家であるが、茶や水の選
び方は、遊びのレベルであるに過ぎない、これではだめなのだと厳しく批判している。
秋成は、自ら煎茶で使用する茶葉の生育に南禅寺周辺で取り組んでいる。『麻知文』に収められた歌に「あ
かてしも　春のこの芽を　摘みて烹て　心は秋の　水とこそ澄め」とあり（上田，1804）、茶葉を摘んでいる
様子がうかがえる。また、『茶瘕酔言』〔32〕には、「ことし此あたりの園を買て、せん品を製す。（中略）銘を
おのれにもとむ」とあり（上田，1807a）、『茶瘕酔言』〔7〕「老に銘を乞。禅林と名づく」とあり（上田，
1807a）、新しく栽培された茶葉の名を自分が命名したことを紹介している。『茶瘕稗言』にも「時々手製を試
みる。悉く皆烹点に佳し」とある（上田，1808a）。秋成は単に煎茶を楽しむというだけではなく、実際に茶葉
の作製にも関わることでより煎茶の本質に迫ろうとしていた。煎茶席に自らが作製に携わった茶葉を使用した
煎茶を秋成は好んだことであろう。自然を和歌などが収録された『七十二候』には「山礬は、夏の始に花咲き
て香もなく、味は酸くて茶品に用ふべき物に非ず」とあり（上田，1805b）、季節の変遷や自然への理解を基盤
とした茶葉への取組みの姿勢を確認できる。茶葉への姿勢は、急須の制作に自ら取り組んだことと共通して実
践という嘘のない、真実の行動であった。
また、『青湾茶話』に「淹茶」の項目があるが、これは、現代の煎茶のことを指している。ここには「隠元
禅師始めて日本に此の法を伝う、と云えり。本邦の茶はだし茶によろしからず。舶来のものをよしとす」とあ
る（大枝，1756）。煎茶は黄檗僧の隠元を開祖とし、中国文化の影響を大きく受けているものである。17世紀
中期に成立した中国の清国によって 1684年に遷界令が撤廃され、展海令を制定されたことによって日本への
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渡航を奨励され、成立したばかりの清国の、当時としては最先端の清新でモダーンな文化が長崎を通じて上方
にももたらされた。文学、絵画、花、音楽などの清の文化が移入される中で、煎茶の茶葉や茶道具も輸入品の
ひとつであった。秋成の煎茶の「清」も日本と中国清との国際関係の中で育まれたものである。
6．煎茶への取組み姿勢
6.1　法式　　
はじめに、往時の煎茶をめぐる当時の情勢をみておきたい。1779年に出された『考茶録』は、抹茶道具を
使用した闘茶礼法であり、礼法そのものに上方から江戸に伝播していく際におきた初期の煎茶の混乱がみえる。
また、蒹葭堂とも親交がある伊勢長島藩主、増山雪斎が 1804年に著した『煎茶式』には「近日煎茶を玩する
者多しと雖も、然るに其の次第、階級は己が意に任せ杜撰を以て佳しと為し、（中略）其の次第階級無くんば、
則ち唯唯一時之流行已にて遂に廃す可き也。（中略）煎茶之式法を作為せんと云」とある（増山，1804）。煎茶
の普及とともに、自由性をはきちがえた無茶が出現していることを踏まえて、煎茶における規範の必要性が訴
えられている。
『清風瑣言』には「烹点共に、方を濫れば、其の悔いかえるべからず」とあり、さらに「湯は甘泉清流を擇び。
法を以て煮るべし」とあり（上田，1794）、湯は澄んだ泉や清流の水を選び、正しい手法で煮ることが大事で
あると述べられている。ここに法式の必要性が提示されている。さらに、「陸羽『茶経』三篇を著し、烹点の
法則を立て、器を製し、水味を論ぜしかば、天下の人茶飲の清雅を知り、あまねく玩ぶ事と成りぬ」とあり（上
田，1794）、『茶経』を著し、茶の方法や法則を作り茶器を考案し、水味を論じ、清雅を知らしめた陸羽につい
て、秋成は茶の原点として認識しており、ここに法式の存在を認知している。『茶瘕酔言（異文）』〔56〕にも「三
碗の節にとどまりて多くを飲むべからず」とある（上田，1807b）など、具体的に基準が明示されている。
次に、秋成が茶の湯をどう捉えているかを考えたい。はじめに、村瀬の考えをみていく。『清風瑣言』の序
文には「茶は煎ずるに非ざれば、その神を発することを能わず」や「点するに賢たり、煎するは聖たり」とあ
り、また、「何すれば、茶は気を以て神と為すや。味は仰も末なり。点者のごときは、則ち尚ぶ所味に在り。
その神は則ち餒なり」とある（村瀬，1794）。餒とは飢える、気落ちするという意味であり、村瀬の茶の湯に
関する評価は、「賢」と評していて、完全には否定していないものの厳しいものである。つづいて、では、秋
成の考えがどうであったのかをみていく。『茶瘕酔言』〔32〕では「茶煎品さかんなりといへとも、点家の饗式、
且玩器の珍物に推れて、対とすへきにあらす。しかれとも、貧士に遊ひとなりて、文雅風流の味はまされり」
と述べ（上田，1807a）、『小心録』〔139〕においても「栲亭の序に、點は胸下にふさがりて病となり、煎は氣
のみなれば眠をさまし、且心をすます益ありと云しを、我友の中に甚だにくみて、序中に此文なからましかば
と、難波よりいひこせし也。是は點に病をもとめし狂人也」と述べ（上田，1808d）、秋成は茶の湯に救いをも
とめる茶人を糾弾し、村瀬の考え方を支持している。『小心録』〔140〕では、「是は茶かぶきと云とぞ。実にか
ぶき子のあそび也。点式、貼着は見るに目いたし。其立居も常に異にて、能狂言みるよと思ふ也、剋限の愚も
同じ文雅なきから拙也」と述べているが、これは茶の湯のことをいっていて、茶席でのもてなしや立ち居振る
舞いは能や狂言のようであると皮肉っている。さらに、「市中の禮服つけて、茶席をよろこぶは、客主ともに、
小兒の輩なり」と述べ（上田，1808d）、恰好だけつけても中身が伴わなければだめだと言っている。当時の茶
の湯の宗匠的茶人たちを批判している。
しかし、秋成自身も茶の湯そのものについて完全に否定している訳ではない。『清風瑣言』では「『茶経』を
はじめ、唐宋の茶書を按ずるに、本は烹点二製の分なく、或いは烹、或いは点じて玩びしものとこそ思ゆれ」
とある。また、「茶本は烹点の分製なかりし」と記し、つまり、本来、茶は、烹ると点じるの区別はなかった
のだとし、その上で、「清香におきては。煎種の絶品勝れり。煎種は聖人也。彼は賢人也」とし（上田，
1794）、『煎茶之記』には「茶は煎を貴とす。点は次也」と述べる（上田，1807d）とおり、素材における煎茶
の優位性の立場を明確にしつつも、茶の湯を否定していない。そして、『茶瘕酔言』〔23〕では、「紹鷗の消息
文は風流なり」と述べ（上田，1807a）、『茶瘕酔言（異文）』〔33〕でも「利休の奇才、古今に対なし」と述べ（上
田，1807b）、全面的ではないが、武野紹鷗や千利休を評価している部分もあり、茶の湯の完全否定ではない。
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むしろ、蒹葭堂について『茶瘕酔言（異文）』〔24〕において「点家に交はらざりしかば、席上茶具の位致乱れ
て清韻を失ふ」と述べ（上田，1807b）、茶の湯の茶人との交友の必要性を述べている。また、茶の湯で使用す
る茶筅や茶匙を描いた絵画も残している。秋成が茶の湯に問題があるとしたのには理由がある。既に述べたと
おり、『清風瑣言』には「客に対する饗式、茶寮の結構、点茶家法則備われり。古老の人に聴くべし。但し株
を守り舟に刻するの弊有りて、進退活用ならぬ者聞こゆ。是に繋がるるは拙なり。是を悪むは野なり。克く克
く意を用うべし」とある（上田，1794）。また、『茶瘕酔言』〔48〕に「点茶の家に炉をふさくは、必春の末とす。
寒尽されは泥むへからす」とある（上田，1807a）。つまり、秋成の茶の湯への主たる批判は規則や技法に縛ら
れていることであり、自由に考えられないことを批判しているのである。このように、秋成は法式に縛られる
ことに警鐘を鳴らしているが、法式そのものを否定している訳ではない。しかし、これは第三者的に評論して
いるものであり、自身が門人や弟子をとって、法式を教えるような宗匠煎茶を目指そうとしている訳ではない。
闘茶については、大枝流芳の『青湾茶話』で紹介されているのに対して（大枝，1756）、『清風瑣言』では「茗
戦闘茶の遊戯、（中略）　勝敗の気、必ず俗情を惹くべし。（中略）烹点共に気味の感情妙に至らざれば、客に
不慧の敗をとらしむ。君子の遊びにあらざるべし」とあり（上田，1794）、不要な情念を生む闘茶を否定して
いる。『小心録』〔140〕でも、「茶を闘はす事宋已来の狂のみ」と述べ（上田，1808d）、闘茶について否定的な
見解を明らかにしている。茶で清談をしようとしていた秋成に闘いは必要ではなかった。
6.2　自在　　
秋成は藝事における派閥化や商業化を嫌悪している。いくつか例を挙げてみてみたい。『小心録』〔5〕にお
いて「ひが事をいふて也とも弟子ほしや古事記伝兵衛と人はいふとも」と述べ（上田，1808d）、『古事記伝』
を著した本居宣長のことを、嘘まで言って弟子がほしいのかと悪意丸出しの狂歌を詠んで批判している。『小
心録』〔70〕では、「儒者・歌よみといふも、皆々商店で、けつく老がやうな閑寂の余はへぬ事じや」と述べ（上
田，1808d）、商業化した儒者や歌人を批判している。『小心録』〔49〕では、「藝技ばかりでない、天下も、し
んだいも、二代か三代が大事の所で、それから長持はせぬ事じや」と述べ（上田，1808d）、家元制度の問題点
を指摘している。『小心録』〔110〕では「三井は浪人者、白木屋はきせるや、鴻池は小酒や、小橋屋は古手や、
辰巳屋は炭や也。神代からつづいてある家のやうにほこる事おかしし」と述べ（上田，1808d）、老舗であるか
のようにふるまう姿勢を批判している。『小心録』〔146〕では「其物をも分たぬ歌は、天地を動す事はさておき、
鬼神も耳ふたぎてかへらるべし」とあり（上田，1808d）、短歌で規則を定めて季語を固定させる不自然さを述
べ、『小心録』〔137〕では、「芝居も藝技も、見物がわるいで、わるなつたのじや共いふ」と述べる（上田，
1808d）。これは批判的精神の欠如した見る側の問題を指摘したと考えられる。藝事に対する姿勢として思考停
止や無批判の姿勢を批判している。そして、『小心録』〔16〕には、「今世名利の人は、太平の煩はす也。藝技
諸道さかんにして涌くが如し。是又治国の塵芥なり」と詠み（上田，1808d）、今の世に生まれた名誉や利益を
追うことは天下太平が生んだゴミのようなものであるとし、藝事諸道の世界にも涌くように表れてきたといっ
ている。例えば、『小心録』〔35〕に「京大坂では、先生だち、茶人がついてなやます事じゃ。いづれ安心して
居られぬ世界なり」とある（上田，1808d）ように、藝事や学問の先生、茶人たちが金をつかわせようとして
くるので、安心していられない社会になってきたと宗匠たちのことを揶揄している。　
他方で、『小心録』〔53〕に「内本喜斎と云た茶人は（中略）天神祭に、弟子が遊船におふぜのせて出たを見
付けて、爾来此方へはおお断りといわれた」とある（上田，1808d）。つまり、茶人の内山喜斎が自分の弟子が
遊覧船に色茶屋の女性を乗せているのを見つけて、以後出入り禁止としたということである。秋成は、堕落し
た茶の湯の茶人と比べて、内本喜斎の精神が高いことを述べており、精神の高い宗匠がいることも認めている。
前項で述べたとおり、秋成は法式の必要性を認めているが、茶の湯が形式主義になっていて、自由な精神を
失っていることも強調し、『茶瘕酔言』〔36〕では、「初めより法なくは、次序乱りて興なし。法に繋がれて活
動なきは、死物の業也。法を脱して無法に帰する事、其時に臨みて機あるへし。点茶家は是をのかるる事をえ
せす。是を茶奴と云へし」とあり（上田，1807a）、茶の技法が必要だが、それを超えて無法に帰ることができ
なければ。茶奴であると秋成は批判し、『藤簍冊子』の巻二でも、「法に入り法を出すはあちきなくすむも濁り
て終の世や経ん」と詠んで（上田，1806）、澄んだ茶ですら、硬直化によって濁ってしまうのだと主張している。
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また、『遠馳延五登』の「二」には「始より法なくては、道々のしるべたどたどしければ、先ず法に入りて、
是を心におきて後、ふたたび局外に出でてこそ、万のわざはまめまめしからね。八束髭かきなづるまでも、法
にいましめられたらん人いとほし」とある（上田，1803）。これは煎茶に限定した見解という訳ではないが、
規則に縛られる必要はないということであり、秋成の基本姿勢を知ることができる。
このように、秋成は、まず、法式の必要性を認知し、その上で法式に縛られることを問題視している。法式
を修得し、法式を目的とするのではなく、法式は手段として活用するものであり、これが自在の茶に繋がると
考えられる。佃一輝は「秋成はじめ、煎茶に関わった人たちがＨＯＷ　ＴＯものの本をずっと出しているんで
すが、いわゆるお手前の作法書というものは明治まではない」と述べている（佃，2001:23）。煎茶席に限らな
いが、人を迎える行事には不確実な要素は当然あるのであり、技法を超越して、無法に帰り、その上で、臨機
応変の動きが求められる。『茶瘕酔言（異文）』〔29〕にも「自在茶と云は、濃淡、煎点、客のもとめに随ふ意也」
とある（上田，1807b）とおり、客のニーズに対応する必要性も明記されている。
秋成は自在の茶を修得できていない人について、『茶瘕酔言（異文）』〔35〕で「才なき人は無法にかへりか
たけれは、其藝技の奴となりて、有法に終るをとかむへからす。稟得たる性に習ふ事の相当らぬをいかにせむ」
とある（上田，1807b）。これは、才能がないことの自覚が前提であり、才能がないから、まずは法式を懸命に
修得しようと努力するということであれば良いということであり、法式への固執が最終的な目標であるといっ
ている訳ではない。無法で勝手なことをするよりも、まずは、堅実で誠実な姿勢で煎茶席に臨むことは次善で
あるとし、秋成は可とした。法式についての理解によって煎茶に取り組む姿勢や煎茶席に臨む態度が全く変わ
ってきてしまうので注意が必要だと秋成が教えてくれる。
7．本研究の成果
秋成の理想とした煎茶席について、場所や規模、茶道具やしつらい、素材である水や茶葉、法式、煎茶席に
注がれる力の源泉の観点からみてきた。秋成が著書や随筆で述べる文章で固有名詞を挙げての批判や中傷など
は、雅俗の判定を検証するまでもなく、「俗」である。しかし、それは自己の清新な精神を主張するためのこ
とであった。秋成は、『癇癪談』で「世の人はみなにごれるもの」と記し（上田，1791）、世の人はすべて濁と
述べたとおり、自らの場所を探す際にも、茶道具を選定する際にも、水を選ぶ際にも、煎茶に取り組む姿勢に
も「濁」を嫌悪し、「清」を求めた。秋成は自分自身にも「清」を課した。『清風瑣言』での過ちについていえ
ば、そのことを告白すること自体が自らを「清」に導くことに繋がった。煎茶の普及の観点から考えれば、『清
風瑣言』の貢献は大きいにも関わらず、自分の非を繰り返し述べている。究極の「清」を志向する秋成にとっ
て、それを行うことによってしか、自分が救われることはなかった。　
秋成は煎茶と出会い、蒹葭堂や村瀬をはじめとする文人たちとの交友により図らずも形成されたネットワー
クによって見えない力の恩恵を受け、また、『清風瑣言』で「茶は文雅養性の技事のみ」と述べた（上田，
1794）とおり、高度な文人同士の教養、知識、学問を背景として、煎茶席を「清」なる場所で、少人数で、小
さい茶瓶を用い、白く新しい茶碗を使い、急須などは実際に自分が作陶したものを使い、高級品を収集するよ
うなことはせず、自宅の書斎という小さな空間の中で文房を取り入れたしつらいの下、水には最大限の注意を
払い、茶葉は自身で産地を訪れるなどして吟味し、その上で、自在の茶によってもてなされることを理想とし
た。現代における取組みとして、佃一輝の「秋成茶会」のように秋成の煎茶への思いをしつらいという形で煎
茶会に具現化することは高度な取組みとして評価されるが、本研究で明らかにした秋成が煎茶席に求めた精神
性を認識することだけでも、煎茶に関わる人々にとっても有用である。
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上田秋成（1804）『麻知文』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田秋成全集』9:29-127 中央
公論社　所収　　
上田秋成（1805a）『尾張門人大館高門へ答ふ』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田秋成
全集』9:386-390　中央公論社　所収　
上田秋成（1805b）『七十二候』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1994）『上田秋成全集』11:301-360
　中央公論社　所収　　
上田秋成（1806）『藤簍冊子』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1991）『上田秋成全集』10:15-286 
中央公論社　所収　　
上田秋成（1807a）『茶瘕酔言』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田秋成全集』9:319-353
　中央公論社　所収
上田秋成（1807b）『茶瘕酔言（異文）』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田秋成全集』
9:354-382　中央公論社　所収　　
上田秋成（1807c）『茶の詞章』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田秋成全集』9:397-399
　中央公論社　所収　　
上田秋成（1807d）『煎茶之記』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田秋成全集』9:393-394
　中央公論社　所収　　
上田秋成（1808a）『茶瘕稗言』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田秋成全集』9:396　中
央公論社　所収
上田秋成（1808b）『自伝』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田秋成全集』9:265-272　中
央公論社　所収　　
上田秋成（1808c）『背振翁伝』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1993）『上田秋成全集』8:415-419
　中央公論社　所収
上田秋成（1808d）『胆大小心録』：使用した翻刻は〔重友毅校訂〕（2010）『胆大小心録　上田秋成著』岩波新
書　
上田秋成（1808e）『胆大小心録（書きおきのこと）』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1992）『上田
秋成全集』9:238-245　中央公論社　所収　
上田秋成（1808f）『文反古』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1991）『上田秋成全集』10:363-512 
中央公論社　所収　　
上田秋成（1809頃）『居然亭茶寮十友』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1995）『上田秋成全集』
12:386-387　中央公論社　所収　　
大枝流芳（1756）『青湾茶話』：使用した翻刻は〔楢林忠男校注〕（1972）『日本の茶書』2:69-152　平凡社　所
収
奥田昌子（1966）「大枝流芳と青湾茶話－上田秋成著『清風瑣言』の再検討－」『藝能史研究』：35-41藝能史
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研究会　所収
大輪靖宏（1982）『上田秋成－その生き方と文学』春秋社
風間誠史（1998）『近世和文の世界－蒿蹊・綾足・秋成』星雲社
玄恵（室町初期）『喫茶往来』：使用した翻刻は〔楢林忠男訳注〕（1971）『日本の茶書』1:122-132　平凡社　
所収
堺光一（1959）「茶神物語と茶経－江戸文学と中国文学との関係－」『比較文学』2:50-59　日本比較文学会　
所収
神保五彌（1992）「解題」『上田秋成全集』9　中央公論社　所収
高田衛（2013）『完本　上田秋成年譜考説』ぺりかん社
田中優子（1992）「煎茶ネットワークと秋成」『上田秋成全集』9　随筆篇 月報 8:3-5　中央公論社　所収
田中優子（2008）『江戸はネットワーク』平凡社　
田能村竹田（1828）『屠赤瑣々録』2：使用した翻刻は〔大分県教育庁管理部文化課編集〕（1992）『大分県先哲
叢書　田能村竹田　資料集』著述篇 :73-103　大分県教育委員会　所収
田能村竹田（1831）『石山斎茶具図譜』：使用した翻刻は〔大分県教育庁管理部文化課編集〕（1992）『大分県先
哲叢書　田能村竹田　資料集』著述篇 :383-394　大分県教育委員会　所収　
佃一輝（1999）「「去俗」と「清」－煎茶の美意識の変遷」『茶道文化論』:290-312　淡交社　所収
佃一輝（2001）「座談会・煎茶と文人　一茶菴宗家・佃一輝氏を囲んで」『陶説』579:11-26　日本陶磁協会　
所収
佃一輝（2011）「文人、上田秋成の作陶」『陶説』694:16-18　日本陶磁協会　所収
筒井紘一（2003）『茶書の研究－数奇風流の成立と展開』淡交社
天理図書館（2010）『天理ギャラリー第 140回展　秋成－上田秋成没後 200年によせて－』天理ギャラリー
中村真一郎（2000）『木村蒹葭堂のサロン』新潮社　
中村幸彦（1983）『近世文芸賸稿』『中村幸彦著述集』3　中央公論社　所収
楢林忠男（1971）『煎茶の世界』徳間書店
早川聞多（1997）「清風談義（下）～煎茶文化を語る～」『茶道雑誌』61.9:45-53　河原書店　所収
廣川京一（1977）「上田秋成の『癪癖談』と『膽大小心録』についての研究」『岡山商大論叢』23:57-72　岡山
商科大学学会　所収　
深田精一（1849）『木石居煎茶訣』：使用した翻刻は〔楢林忠男校注〕（1972）『日本の茶書』2:259-270　平凡
社　所収
藤井乙男編（1974）『秋成遺文』国書刊行会　　
藤江正通（1961）「上田秋成の美意識」『藝文研究』11:111-125　慶應義塾大学藝文学会　所収
増山雪斎（1804）『煎茶式』：使用した翻刻は〔楢林忠男校注〕（1976）『日本庶民文化史料集成』10:191-195　
三一書房　所収　
水田紀久・野口隆・有坂道子編（2009）『木村蒹葭堂全集別巻　完本　蒹葭堂日記』藝華書院　　
村瀬栲亭（1794）『清風瑣言』序文：使用した翻刻は〔楢林忠男校注〕（1972）『日本の茶書』2:156-158　平凡
社　所収
村瀬栲亭（1807頃）『毎月集』序文：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕（1995）『上田秋成全集』
12:187-188　中央公論社　所収　　　
森孝一（2012）「三亭式秋成茶会拝見記」『陶説』711:79-88　日本陶磁協会　所収
森田喜郎（1979）『上田秋成の研究』笠間書院
森本信光（1980）「煎茶の知識」『煎茶の心得』:129-165　世界文化社　所収
守屋雅史（1997）「煎茶・美とそのかたち」『茶道雑誌』61.8:25-31　河原書店　所収
森山重雄（1993）「茶人としての秋成」『日本文学』42:49-64　日本文学協会　所収
矢部誠一郎（2005）『日本茶の湯文化史の新研究』雄山閣　
柳下亭嵐翠（1802）『煎茶早指南』：使用した翻刻は〔楢林忠男校注〕（1972）『日本の茶書』2:223-258　平凡
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社　所収
鷲山樹心（1980）「『茶瘕酔言』の成立年次について」『近世文芸』33:27-37　日本近世文学会　所　　
　収
─────────────────────
1　 秋成に関する先行研究は『雨月物語』に関するものが圧倒的に多く、その他にも『春雨物語』など文学に関するもの、本
居宣長との上代史に関する論争に関するもの、秋成の人間性に関する研究が多数あり、これらの分野は秋成の煎茶に関す
る研究より圧倒的に多い。秋成の生涯を年譜として述べたものとして、高田衛のぺりかん社『完本　上田秋成年譜考説』
がある。本稿で挙げた参考文献の出版年は同書を参考とした。
2　 「尾張門人大館高門へ答ふ」は 1805年に尾張の豪農、大館高門の陳昌其著『茶略』出版に当たり、その校閲依頼に対する
秋成の返信である。 
3　 『茶瘕酔言』は自筆本が全 66項、西荘文庫旧蔵の転写本は全 56項である。本研究では自筆本及び転写本の各段は、中央公
論社『上田秋成全集』9　に基づく。
4　 『背振翁伝』は『茶神の物語』ともいわれ、秋成の茶友であった世継寂窓あての書簡である。 
5　 藤井乙男編『秋成遺文』国書刊行会より転記した（藤井，1974:593）。
6　 水田紀久・野口隆・有坂道子編『木村蒹葭堂全集別巻　完本　蒹葭堂日記』藝華書院より転記した（水田・野口・有坂，
2009:89）。　
7　 水田紀久・野口隆・有坂道子編『木村蒹葭堂全集別巻　完本　蒹葭堂日記』藝華書院より転記した（水田・野口・有坂，
2009:504）。
8　 『清風瑣言』を誤って『清風茶言』と書かれていると考えられる。原著通り記載した。 
9　 『胆大小心録』の「書おきの事」については、中村幸彦の中央公論社『上田秋成全集』9に基づく。
10　傍点は筆者による。
11　蒹葭堂の死後、1823年に蒹葭堂が収集した売茶翁の茶器を描いた「売茶翁茶器図」が発表されている。
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